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船
津
地
区
の
昔
な
つ
か
し
い

　
　
　
写
真
を
募
集
し
ま
す
！

寄
贈
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
　
　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

写
真
コ
ン
テ
ス
ト
で
特
別
賞
！

石
井
唯
人
さ
ん
と

堀
内
　
優
さ
ん
が（
大
石
小
）

　
小
学
生
作
品
コ
ン
ク
ー
ル
で
金
賞
を
受
賞
！

　
第
36
回
全
労
済
小
学
生
作
品
コ
ン
ク
ー
ル
の
版
画
の

部
に
お
い
て
、
県
下
２
２
８
点
の
応
募
作
品
の
中
か
ら

大
石
小
学
校
の
１
年
の
石
井
唯
人
さ
ん
と
３
年
の
堀
内

優
さ
ん
２
人
の
作
品
が
金
賞
と
な
り
、
関
東
ブ
ロ
ッ
ク

コ
ン
ク
ー
ル
に
出

品
さ
れ
ま
し
た
。

　
石
井
唯
人
さ
ん

の
作
品
は
「
な
わ

と
び
だ
い
す
き
」
、

堀
内
優
さ
ん
の
作

品
は
「
も
の
す
ご

い
力
で
が
ん
ば
っ

て
引
い
た
つ
な
引

き
」
と
学
校
生
活

の
一
コ
マ
を
子
ど

も
ら
し
く
伸
び
伸

び
と
表
現
し
、
ど

ち
ら
も
見
て
い
る

人
に
そ
の
楽
し
そ
う
な
様
子
が
伝
わ
っ
て
く
る
作
品
で

し
た
。

　
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
に
出
品
さ
れ
た
２
人
の
作
品
は
、
関

東
地
域
１
都
９
県
の
小
学
生
の
多
く
の
作
品
の
中
か
ら

最
優
秀
賞
に
入
選
し
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
冨
根
都
（
ふ
な
つ
）
ク
ラ
ブ
で
は
、
４
月
19
日
（
日
）
に

「
第
３
回
石
畳
の
道
ま
つ
り
」
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

　
そ
の
イ
ベ
ン
ト
の
中
で
、
前
回
好
評
だ
っ
た
船
津
地

区
の
大
正
・
昭
和

期
な
ど
の
な
つ
か

し
い
写
真
を
展
示

す
る
「
船
津
な
つ

か
し
写
真
展
」
を

再
び
行
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
今
回
、

イ
ベ
ン
ト
を
開
催

す
る
に
あ
た
り
、

展
示
す
る
写
真
を

皆
様
か
ら
募
集
し

ま
す
。

　
昔
の
船
津
地
区

の
様
子
が
わ
か
る
貴
重
な
写
真
を
お
持
ち
の
方
は
、
是

非
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
！

　
な
お
、
提
供
し
て
い
た
だ
い
た
写
真
に
つ
い
て
は
電

子
デ
ー
タ
化
（
コ

ピ
ー
）
し
た
後
に

必
ず
返
却
い
た

し
ま
す
。

☆
冨
根
都
ク
ラ

ブ
で
は
、
４
月
19

日
（
日
）
の
イ
ベ

ン
ト
「
石
畳
の
道

ま
つ
り
」
に
出
店

し
て
い
た
だ
け

る
個
人
・
団
体
も

併
せ
て
募
集
し

て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

●
連
絡
先
　
写
真
の
オ
リ
エ
ン
ト
　
細
山

　
　
　
　
　
℡
22-

9
0
3
7
　

　
　
　
　
　e

-
m
a
i
l
 
 
i
n
f
o
@
p
h
o
t
o
-
o
r
i
e
n
t
.
c
o
m

　
平
成
20
年
度
山
梨
県
保

育
大
会
の
中
で
、
第
22
回

い
き
い
き
写
真
コ
ン
テ
ス

ト
の
特
別
賞
に
こ
も
も
保

育
所
の
小
佐
野
由
貴
保
育

士
の
作
品
「
コ
ス
モ
ス
畑

の
前
で
」
が
表
彰
さ
れ
ま

し
た
。

　
毎
年
地
域
の
皆
さ

ん
か
ら
保
育
所
へ
寄

贈
を
し
て
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
が
、
今
年

も
船
津
保
育
所
に
は

42
歳
の
厄
年
・
壱
伍
會

か
ら
ロ
ー
ラ
ン
ド
ピ

ア
ノ
、
小
立
保
育
所
に

は
42
歳
の
厄
年
サ
ル

ト
ビ
会
と
平
成
20
年

度
民
生
児
童
委
員
一

同
の
皆
さ
ん
か
ら
ワ

イ
ヤ
レ
ス
・
シ
ス
テ
ム

を
寄
贈
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
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１
月
15
日
、
町
役
場
に
お
い
て
自
治
会
長
区
長
懇
談
会
を
開

催
し
ま
し
た
。そ
の
際
、旧
河
口
湖
と
上
九
一
色
地
区
の
新
自
治

会
長
・
区
長
さ
ん
へ
委
嘱
状
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
各
地

区
の
代
表
及
び
町
連
合
自
治
会
長
の
選
出
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

※
勝
山
地
区
は
、
平
成22
年
３
月
ま
で
が
任
期
と
な
っ
て
お
り
、

足
和
田
地
区
は
今
年
３
月
ま
で
が
任
期
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の

で
、
改
選
し
た
際
に
は
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
町
連
合
自
治
会
長
　
　
藤
井
芳
安（
大
石
）

○
船
津
地
区
代
表
　
　
　
中
村
　
豊（
揚
町
）

○
小
立
地
区
代
表
　
　
　
渡
辺
岩
次（
八
丁
屋
）

○
大
石
地
区
代
表
　
　
　
藤
井
芳
安（
下
條
）

○
河
口
地
区
代
表
　
　
　
山
本
和
朝（
第
五
）

○
上
九
一
色
地
区
代
表
　
伊
藤
正
夫（
富
士
ケ
嶺
）

船
津
地
区

＝
自
治
会
長
＝

【
揚
　
町
】
中
村
　
豊
　
　
　【
浜
　
町
】
渡
辺
　
功

【
若
松
町
】
梶
原
恭
一
　
　
　【
上
　
町
】
松
浦
　
淳

【
松
場
一
】
白
壁
常
広
　
　
　【
松
場
二
】
窪
田
徳
行

【
湖
南
一
】
小
野
　
勝
　
　
　【
湖
南
二
】
奥
脇
勝
美

【
湖
南
三
】
古
屋
政
二
　
　
　【
本
町
二
】
中
村
誠
治

【
七
の
一
】
小
林
健
治
　
　
　【
七
の
二
】
江
川
　
茂

【
七
の
三
】
赤
池
嘉
一
　
　
　【
七
の
四
】
松
浦
君
雄

【
南
台
一
】
三
浦
　
久
　
　
　【
南
台
二
】
古
屋
徳
仁

【
七
の
中
】
梶
原
和
之
　
　
　【
市
　
道
】
杉
本
末
二
郎

【
富
士
見
一
】
岩
間
和
彦
　
　【
富
士
見
二
】
仲
沢
金
五

【
富
士
見
三
】
藤
田
暁
夫
　
　【
富
士
見
四
】
雨
宮
恒
悦

【
本
　
町
】
長
山
漢
一
　
　
　【
上
の
段
下
】
中
村
年
春

【
上
の
段
中
】
外
川
　
強
　
　【
上
の
段
上
】
外
川
　
博

【
高
尾
町
】
三
浦
勝
栄
　
　
　【
県
営
住
宅
】
梶
原
福
子

【
高
尾
南
】
宮
下
　
勇
　
　
　【
富
士
見
タ
ウ
ン
】
熊
川
敬
二

【
河
口
湖
通
一
】
川
田
健
一
　【
河
口
湖
通
二
】
中
村
修
一

【
大
久
保
】
三
枝
利
三
郎
　
　【
宮
　
森
】
井
出
英
済

【
大
　
池
】
外
川
　
力
　
　
　【
浅
　
川
】
渡
辺
　
茂

＝
区
　
長
＝

【
山
　
彦
】
渡
辺
　
進
　
　
　【
竹
の
子
松
場
】
小
林
勝
彦

【
湖
　
南
】
小
野
　
勝
　
　
　【
富
士
桜
ス
バ
ル
】
渡
辺
忠
男

【
青
空
う
そ
ぶ
き
】
井
出
　
隆
　【
富
　
士
】
穂
阪
四
郎
　
　
　

【
蜂
の
子
】
外
川
　
朝
彦
　
　【
浅
　
川
】
外
川
久
則
　
　
　

【
ひ
ば
り
】
萱
沼
　
進
　
　
　【
富
士
見
】
古
屋
一
哉

【
高
尾
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
】
太
田
原
昭
　

【
高
尾
南
】
宮
下
勇

小
立
地
区�

【
乳
ヶ
崎
】
渡
辺
富
士
夫
　【
　
林
　
】
古
屋
　
隆

【
八
丁
屋
】
渡
辺
岩
次
　
　【
久
　
保
】
山
中
昌
太
郎

【
　
西
　
】
大
石
　
豊

【
サ
ン
コ
ー
ポ
ラ
ス
】
早
川
　
総

【
河
口
湖
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
】
堀
内
正
樹

大
石
地
区�

【
中
　
沢
】
石
原
幹
雄
　
　【
上
　
手
】
梶
原
　
昇

【
東
　
村
】
貴
家
輝
道
　
　【
下
　
条
】
藤
井
芳
安

【
後
　
藤
】
堀
内
勝
也
　
　【
中
　
村
】
梶
原
梅
一

【
湯
　
口
】
堀
内
龍
成
　
　【
ペ
ン
シ
ョ
ン
】
大
園
　
忍

【
松
風
台
】
山
室
徳
次

河
口
地
区�

【
第
　
一
】
成
瀬
純
一
　
　【
第
　
二
】
三
浦
静
雄

【
第
　
三
】
小
川
文
夫
　
　【
第
　
四
】
中
村
　
勝

【
第
　
五
】
山
本
和
朝
　
　【
第
　
六
】
星
野
一
夫

上
九
地
区

【
精
　
進
】
渡
辺
秀
夫
　
　【
本
　
栖
】
山
口
正
文

【
富
士
ケ
嶺
】
伊
藤
正
夫

　
自
治
会
・
区
会
は
、私
た
ち
が
住
む
こ
の
町
を
温
か
な
心
と
心

の
ふ
れ
あ
い
で
、よ
り
快
適
で
住
み
よ
い
環
境
を
築
こ
う
と
、さ

ま
ざ
ま
な
活
動
や
行
事
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
町
内
に
は
69
の
自
治
会
（
船
津
地
区
36
、
小
立
地
区
７
、
大
石

地
区
９
、河
口
地
区
６
、勝
山
地
区
３
、足
和
田
地
区
５
、上
九
地

区
３
）が
あ
り
、各
地
域
で
自
主
的
な
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　
自
治
会
・
区
会
に
加
入
し
て
、
親
睦
や
交
流
を
深
め
、
連
帯
感

を
培
い
、地
域
に
共
通
の
課
題
に
協
力
し
合
っ
て
取
り
組
み
、よ

り
豊
か
な
地
域
づ
く
り
を
進
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

平
成
２１
年

　
新
自
治
会
長
・
区
長
を
委
嘱
！

行政相談・心配ごと相談日

3月20日(金)

　
相
談
者
や
効
率
的
な
相
談
の
た
め
、
行
政
相
談
・
心
配

ご
と
相
談
、
弁
護
士
相
談
は
予
約
制
に
な
り
ま
し
た
。

　
３
月
２０
日
の
相
談
の
予
約
は
、
３
月
１６
日
（
月
）
ま
で

に
町
役
場
企
画
課
（
７２-

６
０
２
３
）
ま
で
連
絡
し
て
く

だ
さ
い
。
相
談
時
間
は
、
1
人
２０
分
間
と
し
ま
す
。

行政相談・心配ごと相談は　　　　　　　です！

町中央公民館

勝山ふれあい
センター

足和田出張所

上九一色出張所

午前１０時～午後２時 午前１０時～１２時

午後１時～４時

午後 １時～ 3時

◆行政相談・心配ごと相談・弁護士相談は、どこの場所へ行ってもOKです。

場　所 時　間 弁護士相談

予約制
　
　
白
壁
　
勝
雄
　
　
72-

0
1
4
3

　
　
小
佐
野
成
太
郎
　
83-

2
3
2
0
　

　
　
梶
原
　
一
榮
　
　
82-

2
4
4
6

　
　
渡
辺
　
袈
裟
司
　
87-

2
3
1
6

町
の
行
政
相
談
委
員
さ
ん
は

３
月
の
多
重
債
務
相
談
日

　
○
日 

程
　
3
月
20
日
（
金
）
　

　
　
　
　
　 

午
後
１
時
～
３
時

　
○
相
談
場
所
　
町
中
央
公
民
館
　
第
2
研
修
室
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　現在使っている国民健康保険被保険者証及び、国民健康保険高齢受給者証は、平成２１年３月３１日で有効

期限が切れ、新しい被保険者証と交換になります。

　つきましては、下記の日程により交換を行いますので、古い被保険者証を持参の上おこしくださるよう

お願いいたします。

平成２１年度国民健康保険被保険者証の更新について

●問合先　町役場保険課　

　　　　　国保･老人保健係　

　　　　　℡ 72－6026

長 浜・西 湖

西湖南・西湖西
足和田出張所

３月２４日（火）

午前９時００分～午後４時３０分

（正午～午後1時は、除く）

勝　　　山

大　　　嵐
勝山出張所

河口出張所

３月２４日（火）

午前９時００分～午後４時３０分

（正午～午後1時は、除く）

精　　　進

本　　　栖
精進出張所

３月２４日（火）

午前１０時００分～午後４時３０分

（正午～午後1時は、除く）

富 士 ヶ 嶺 上九一色出張所
３月２４日（火）

午前１０時００分～午後４時３０分

（正午～午後1時は、除く）

河　　　口

３月２５日（水）

午前９時００分～午後４時３０分

（正午～午後1時は、除く）

役場本庁

船　　　津

小　　　立

浅　　　川

３月２６日（木）

３月２７日（金）

午前９時００分～午後５時００分

大石出張所大　　　石
３月２５日（水）

午後1時３０分～午後４時３０分

地 区 名 日　　　　時 交換場所

　
国
保
加
入
者
が
、
他
の
保
険
制
度
を
適
用

す
る
会
社
や
組
合
な
ど
に
勤
め
た
り
、
ま
た

辞
め
た
と
き
に
は
、
す
み
や
か
に
資
格
の
取

得
・
喪
失
の
届
出
を
し
ま
し
ょ
う
。

　
特
に
、
学
生
が
卒
業
し
て
就
職
し
た
場
合

の
届
け
出
は
、
何
年
も
忘
れ
て
い
る
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
、
も
う
一
度
お
確
か
め
く
だ

さ
い
。

◆
富
士
河
口
湖
町

　
　
　
　
健
康
な
ん
で
も
相
談
◆

　
町
で
は
、
電
話
に
よ
る
健
康
に
関
す
る
な

ん
で
も
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
医
師
や
専
門
ス
タ
ッ
フ
が
24
時
間
・
年
中

無
休
体
制
で
健
康･

医
療･

介
護･

育
児
・
メ
ン

タ
ル
ヘ
ル
ス
等
の
相
談
に
応
じ
分
か
り
や
す

く
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
す
。

　
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
、
厳
守
さ
れ
る
シ
ス
テ

ム
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
安
心
し
て
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

●
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
　

　
0
2
0
‐
8
0
7
‐
0
2
4
（
通
話
料
無
料
）

※
ご
自
宅
の
お
電
話
ま
た
は
公
衆
電
話
か
ら
ご
利
用

　
い
た
だ
け
ま
す
。（
携
帯
電
話
・
Ｐ
Ｈ
Ｓ
か
ら
は
ご
利

　
用
に
な
れ
ま
せ
ん
。
）

資
格
の
取
得
・
喪
失
の
と
き
は
、

　
　
　
　
　
す
み
や
か
に
届
出
を

※交換に来れない場合は、下記

　保険課までご連絡ください。

※昭和9年4月2日から昭和14年

　3月1日生まれの方（国民健康

　被保険者証を使用の方）は、国

　民健康保険高齢受給者証も交

　換になりますので、併せてお

　持ちください。

※転出されている学生で、遠隔

　地保険証を希望される方は、

　在学証明が必要となります。

※国民健康保険税についての納

　税相談を３月２６日、２７日

　町役場で行います。

（７５歳以上で後期高齢者医療制度該当の方は7月に郵送になります。）
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乳幼児医療費助成金受給資格者証の更新について平成２１年度

　現在使用している乳幼児医療費助成金受給資格者証は平成２１年３月３１日で有効期限が切れ、

新しい受給者証と交換になります。下記の日程により交換を行いますので古い受給者証を持参の

上、お越しくださいますようお願いします。

地　区　名 日　　　　　時 受付場所

長浜・西湖

西湖南・西湖西
３月24日(火)　午前９時～12時

勝山・大嵐

精進・本栖

富士ヶ嶺

大　　石

３月24日(火)　午前９時～12時

３月24日(火)　午前10時～12時

３月24日(火)　午前10時～12時

３月25日(水)　午前１時30分～４時30分

河　　口

船　　津

小　　立

浅　　川

３月25日(水)　午前９時～12時

３月26日(木)

３月27日(金)

足和田出張所

勝山出張所

精進出張所

上九一色出張所

大石出張所

河口出張所

役場1階　健康増進課午前９時～午後５時

※役場と大石出張所以外は、

　いずれも12時までしか受付

　できませんのでご注意願い

　ます。

※当日都合の悪い場合は健康

　増進課までお越しください。

　問合先　町役場健康増進課　

　　　　　　　 ℡７２－６０３７

　
輸
血
用
血
液
に
は
有
効
期
限
が
あ
り
ま
す
。
血

液
が
使
わ
れ
な
い
日
は
あ
り
ま
せ
ん
。
健
康
な
皆

さ
ん
の
献
血
が
毎
日
必
要
で
す
。

■
日
　
時
　
４
月
８
日
（
水
）

　
　
　
　
　
午
前
10
時
～
12
時
　

　
　
　
　
　
午
後
１
時
～
３
時

■
場
　
所
　
町
役
場
駐
車
場

■
協
　
力
　
河
口
湖
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
　
河
口
湖
商
工
会

　
※
輸
血
用
血
液
の
安
全
対
策
と
し
て
本
人
確
認

　
　
が
で
き
る
も
の
を
持
参
下
さ
い
。
パ
ソ
コ
ン

　
　
入
力
に
よ
る
情
報
確
認
の
た
め
、
時
間
を
要

　
　
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ご
理
解
と
ご
協
力

　
　
願
い
ま
す
。

　
日
本
赤
十
字
社
で
は
、
献
血
者
の
皆
様
全
員
を

対
象
に
感
謝
の
気
持
ち
と
し
て
、
７
項
目
の
生
化

学
検
査
成
績
を
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。
こ
の
た

び
、
国
民
に
お
け
る
生
活
習
慣
病
等
の
疾
病
構
造

の
変
化
に
伴
い
検
査
項
目
を
見
直
し
、
Ａ
Ｓ
Ｔ
（
Ｇ

Ｏ
Ｔ
）
に
換
わ
り
糖
尿
病
関
連
の
検
査
（
グ
リ
コ
ア

ル
ブ
ミ
ン
検
査
）
を
実
施
す
る
こ
と
と
い
た
し
ま

し
た
。

　
現
在
、
日
本
に
お
け
る
糖
尿
病
患
者
は
、
予
備
軍

も
含
め
る
と
約
２
２
１
０
万
人
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
生
活
習
慣
や
社
会
環
境
の
変
化
に
伴
っ
て
急

速
に
増
加
し
て
い
る
糖
尿
病
は
、
初
期
段
階
で
は
、

自
覚
症
状
が
な
い
場
合
が
多
い
た
め
、
気
づ
か
ず

に
放
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
少
な
く
な
り
ま
せ
ん
。

ぜ
ひ
、
グ
リ
コ
ア
ル
ブ
ミ
ン
検
査
で
糖
尿
病
を
チ

ェ
ッ
ク
し
、
献
血
者
の
皆
様
の
健
康
管
理
に
お
役

立
て
下
さ
い
。

……………………………………………………………………………………………………………　　

＝
献
血
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
！

糖
尿
病
関
連
検
査

（
グ
リ
コ
ア
ル
ブ
ミ
ン
検
査
）
が
始
ま
り
ま
す
！

　町の誕生日イベントを機に町内の皆さんに協力を呼びかけていますペット

ボトルキャップの回収は、役場、各出張所、リサイクルセンターに加え、町内の

全保育所・小中学校、富士河口湖高校、ふじざくら支援学校に回収ボックスを設

置して、全町的に回収を進めています。

　２月12日の段階で３５５キロ、約14万２千個のペットボトルキャップが集り

１７７．５5人分のワクチンになりました。また、１，０８２．７５kgのＣＯ２の削

減効果になっています。

　今までゴミとして捨てられ、お金をかけて焼却されていたペットボトルキャ

ップが、再生されて子どもたちのワクチンの資金になり、焼却しないので、ＣＯ２の削減にもつながり、気球温

暖化防止にもなっています。

　一人ひとりのちょっとした「行動」の積み重ねが、「世界の子どもたちの命」と「気球温暖化の防止」に広がっ

ていきます。更なる協力をお願いします。

ペットボトルキャップ回収の輪が着実に広がっています。
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必ず1年に1回は特定健診
＜特定健診・特定保健指導実施報告＞＜特定健診・特定保健指導実施報告＞

　新たに平成20年度から「脱!メタボ…内臓脂肪を減らし血糖・血圧・脂質などを改善させる」を目的

に加入する医療保険者の義務として特定健診・特定保健指導が始まりました。

受診状況を見ると、国保加入

者４０～７４歳の１,３２８人（２４.

７％）が受けました。

年齢が上昇するとともに受診

者数も増加しています。その

中で４０歳代の男性の受診が

少ないです。

若いからと言って、油断しな

いで下さい。自動車に車検が

あるように人間にも身体の定

期的チェックとメンテナンス

が必要です。

★5月；広報とともにチラシ「平成21年度　健康診断のお知らせ」を配布します。

★6月；40～74歳の国保加入者には特定健診受診券・健診のお知らせを個人通知します。

●詳しくは、役場健康増進課：　℡72－6037　までお問い合わせください。

毎年、必ず受けましょう。来年度も同様に実施します。

来年度の健診の予定については、広報・チラシ等でお知らせします。

０% ２０% ４０% ６０% ８０% １００%

７０ー７４歳

６０ー６４歳

５０ー５４歳

４０ー４４歳

年齢別受診率　【全体】

２７.２%

３０.２%

２４.１%

２４.５%

２７.２%

３０.２%

２１.４%

２４.１%

２４.５%

２１.２%

１９.９%

必ず、40歳から毎年、健診を受けましょう！！

接種期限迫る！！接種期限迫る！！接種期限迫る！！

ＭＲ２期（年長相当）　　　：平成１４年４月２日～平成１５年４月１日生まれ

ＭＲ３期（中学１年生）　　：平成７年４月２日～平成８年４月１日生まれ

ＭＲ４期（高校３年生相当）：平成２年４月２日～平成３年４月１日生まれ

※下記の方は、平成20年度の麻しん・風しん混合(MR)ワクチンの定期接種対象者です。

　無料で接種できるのは、平成21年3月31日までとなり、それ以降は自己負担(約1万円)

　となりますので接種もれがないようにしましょう。

●ご不明な点は、健康増進課まで；℡７２‐６０３７

《平成20年度・特定健診受診状況: 町の国保加入者40～74歳》

　麻しん・風しん混合（ＭＲ）ワクチンの接種期限は、3月31日までとなっています。

対象者の方については、個別通知をしていますが、接種もれがないようにしましょう！



広
報
富
士
河
口
湖

　
７

４月７日（火）
（山口獣医師）

４月８日（水）
（飯島獣医師）

４月10日（金）
（飯島獣医師）

４月13日（月）
(山口獣医師)

４月15日（水）
(山口獣医師)

４月16日（木）
（飯島獣医師）

４月17日（金）
（飯島獣医師）

４月24日（金）
（飯島獣医師）

本栖公民館

精進出張所

精進諏訪神社

大嵐出張所

足和田出張所

西湖ドライブイン

リゾ－トくわるび

根場みはらし前

西湖公民館

小立福祉センタ－

大石出張所

午前11時00分～11時30分

上九一色出張所(富士ヶ嶺) 午後１時～３時

河口出張所 午前９時～１２時

勝山出張所 午前９時～１２時

本町通り商店街駐車場 午前９時～１２時

富士河口湖町役場
午前９時～午後１時
午後 2時～３時30分

午前10時15分～10時40分

午前 9時45分～10時00分

午後 1時20分～ 1時40分

午前11時20分～11時50分

午前10時55分～11時10分

午前10時30分～10時45分

午前10時00分～10時15分

午前 9時30分～ 9時50分

午前９時～１２時

午前９時～１２時

登 録 手 数 料

予 防 注 射 料

注射済票交付手数料

合　　　　　　　計

登録済 新規登録 再登録

3,000円 1,600円

2,850円 2,850円

550円 550円

6,400円

2,850円

550円

3,400円 5,000円

◎手数料等

◎日時と場所

　平成21年度の犬の登録と狂犬病予防注射を下記の日程で行います。直接獣医へ行けない場合で、生後３か

月以降の犬は、必ず最寄の会場で登録と注射を済ませてください。

犬の登録と狂犬病予防注射について

☆円滑な受付のため、お釣りが出ない

　ようご協力ください。

☆首輪が抜けないよう、きつめに締め

　てお越しください。

☆後日、発送する狂犬病予防注射の案

　内通知は必ず持参して下さい。通知

　が送付されない場合は、犬の鑑札等

　を持参して下さい。登録が確認でき

　ない場合、新規登録又は再登録とな

　ります。

※犬の放飼いは、周辺住民に大変な迷

　惑をかけます、必ずつないで（夜間

　も）飼いましょう。（県条例でも禁止

　されています。）

※犬を散歩させた時、ふんをしたらき

　ちんと後始末をしましょう。

●問合先　　

　　　環境課　生活環境整備係　℡ 

　　　　　　　　　　℡72-3169

尚、随時（後日獣医訪問）で受ける注射料金は、4,050円、2頭目からは、3,550円となります。

注 意 事 項

家
電
リ
サ
イ
ク
ル
の

対
象
機
器
が

追
加
さ
れ
ま
す
。

４月１日
から

　
不
要
と
な
っ
た
家
電
製

品
を
資
源
と
し
て
再
利

用
す
る
家
電
リ
サ
イ
ク
ル

の
対
象
機
器
は
、こ
れ
ま
で
、

エ
ア
コ
ン
、
ブ
ラ
ウ
ン
管

式
テ
レ
ビ
、
冷
蔵
庫
・
冷

凍
庫
、
洗
濯
機
で
し
た
が
、
４
月
１
日
か
ら
液
晶
式
テ

レ
ビ
・
プ
ラ
ズ
マ
式
テ
レ
ビ
と
衣
類
乾
燥
機
が
新
た
に

追
加
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
の
家
電
製
品
を
廃
棄
す
る
場

合
に
は
、
リ
サ
イ
ク
ル
料
金
、
収
集
・
運
搬
料
金
の
ご
負

担
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
家
電
製
品
を
廃
棄
す
る
際
の
リ
サ
イ
ク
ル
手
続
き
は
、  

　
次
の
小
売
店
に
依
頼
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
】

　
・
廃
棄
さ
れ
る
対
象
商
品
を
購
入
し
た
小
売
店

　
・
買
い
替
え
の
場
合
は
新
た
に
商
品
を
購
入
す
る
小

　 
 

売
店

【
買
い
替
え
で
は
な
く
、
購
入
し
た
小
売
店
が
遠
隔
地 

　
で
あ
っ
た
り
、
廃
業
の
場
合
に
は
、
次
へ
問
合
わ
せ
て

　
下
さ
い
。
】

　
・
最
寄
の
家
電
小
売
店

　
・
町
の
環
境
課

●
問
合
先
　
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
券
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
℡
０
１
２
０
‐
３
１
９
６
４
０

　
　
　 

 
 

　URL

‥http://www.rkc.aeha.or.jp/

 
 
 
 
 
 
 
 
 

　
　 

県
環
境
創
造
課
　

　
　
　
　
　
℡
０
５
５
‐
２
２
３
‐
１
５
０
６
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知っておきたい　　　金のはなし知っておきたい　　　金のはなし知っておきたい　　　金のはなし税税「あなた」と「まち」と「税金」の 仕組みがわかる！ ３月号
わかる
!

個人住民税の公的年金からの特別徴収が始まります。 富士河口湖町は滞納を許しません

町の税金についてのお問合せは、富士河口湖町役場　税務課(７２-１１１３)へ

　
確
定
申
告
で
の
医
療
費
控
除
で
の
具
体
事
例
と

し
て
、
入
院
費
用
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。
入
院
に
際

し
寝
巻
き
や
洗
面
具
な
ど
の
身
の
回
り
品
を
購
入

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
医
療
費
控
除
の

対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

　
よ
く
質
問
が
あ
る
費
用
と
し
て
、
個
室
の
利
用
が

あ
り
ま
す
。
個
室
に
入
院
し
た
と
き
な
ど
の
差
額
ベ

ッ
ト
の
料
金
は
、
医
師
の
診
療
、
治
療
を
受
け
る
た

め
に
通
常
必
要
な
費
用
か
ど
う
か
で
判
断
し
ま
す
。

本
人
や
家
族
の
都
合
だ
け
で
個
室
に
し
た
と
き
は

医
療
費
控
除
の
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

　
付
添
人
を
頼
ん
だ
と
き
の
付
添
料
は
、
療
養
上
の

世
話
を
受
け
る
た
め
の
費
用
と
し
て
医
療
費
控
除

の
対
象
と
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
所
定
の
料
金
以
外

の
心
付
け
な
ど
は
除
か
れ
ま
す
。
こ
れ
は
、
医
師
や

看
護
師
に
対
す
る
お
礼
も
同
様
で
す
。
診
療
な
ど
の

対
価
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
医
療
費
控
除
の
対
象

に
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
親
族
な
ど
に
付
添
料
の
名

目
で
お
金
を
支
払
っ
て
も
控
除
の
対
象
に
な
り
ま

せ
ん
。

　
食
事
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。
入
院
中
は
病
院
で
支

給
さ
れ
る
食
事
を
摂
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
れ

は
、
入
院
代
に
含
ま
れ
ま
す
の
で
医
療
費
控
除
の

対
象
に
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
病
院
の
食
事
が
気
に

入
ら
ず
、
他
か
ら
出
前
を
取
っ
た
り
外
食
し
た
も
の

ま
で
は
、
控
除
の
対
象
に
は
な
り
ま
せ
ん
。
医
師
や

看
護
師
に
対
す
る
お
礼
は
、
診
療
な
ど
の
対
価
で
は

あ
り
ま
せ
ん
か
ら
医
療
費
控
除
の
対
象
に
な
り
ま

せ
ん
。

　
医
療
費
控
除
を
受
け
ら
れ
る
今
年
の
確
定
申
告

は
、
３
月
16
日
ま
で
で
す
。
お
早
め
に
。（
お
わ
り
）

医
療
費
控
除
に
つ
い
て 

②

所
得
税
研
究

　平成２１年度の軽自動車税は、４月１日の時点で課税台帳

に登載されている軽自動車・原動機付自転車などの所有者

に課税されます。

　故障などで、使用不能状態の車や盗難などで紛失した車

は廃車手続きを、また、友人などに車を譲った場合は、名義

変更手続きを３月３１日までに済ませてください。

　現状で使っていなくても、また現状で他人が乗っていた

としても、手続きがなされていない場合は、課税台帳上の

所有者に軽自動車税が課税されることになります。

原動機付自転車（125cc以下）・小型特殊自動車

　ナンバープレート（ナンバープレートを紛失された場合

　は、手数料３００円が必要）、印鑑を持って町役場税務課窓

　口（電話０５５５－７２－１１１３）へ。

軽自動車・軽二輪車

　車検証、ナンバープレート、印鑑を持って軽自動車検査協

　会山梨事務所（電話０５５－２６２－７２６９）へ。

二輪小型自動車（126cc以上の二輪車）

　軽自動車届出済証、ナンバープレート、印鑑、手数料５００

　円を持って関東陸運局山梨運輸支局（音声案内０５０－

　５５４０－２０３９）へ。

軽自動車・原付の廃車手続きは、３月中に！

　富士河口湖町では、納税の公平と税収の確保を図るため、

町税（町民税・固定資産税・国民健康保険税）の滞納に対し、

厳格に事務を執りおこなっています。

　一昨年、三位一体の改革により、国税（所得税）が下がり、

地方への国からの補助や負担金が削減され、その分が地方

税（住民税）に移し替えられました。しかし、財源でなく税源

の移譲なので、住民税の滞納は、町の歳入を少なくしてしま

います。町税の滞納が、必要な住民サービスの提供や事業

に支障をきたすことになります。

　様々な方法で滞納整理をおこなっています。大切なのは、

計画的な納税であり、指導していますが、それでも納税して

いただけない状況もあります。

　預金・土地・家屋の差し押さえはもちろんですが、先日、

新聞報道されたように、町税滞納者から差し押さえた物品

を、インターネットによるオークション方式で公売すること

もおこなっています。自動車等については、タイヤロックに

よる差し押さえをおこなっています。

　「たった１００円くらいで」と督促に対し怒る方がいま

すが、富士河口湖町は、その１００円の収入の積み重ねによ

って成り立っています。

　失業や病気等で収入が減る等の理由で、納税に困ったら、

まずはご相談ください。

　　　　　　町税務課 収納係（℡７２－１１１３）

町税！春の滞納対策強化キャンペーン

軽自動車税は４月１日に決まる 正直者がバカを見ないが富士河口湖町の信条です!

廃車するための手続きの方法

差し押さえ！公売！で滞納整理

たったの１００円でも大切な税金
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申告書はご自分で書いて提出はお早めに

・確定申告書等作成コーナー

　　画面の案内に従って金額等を入力することにより、所得税確定申告書や青色決算書、収支内訳書、消

　費税等の確定申告書、贈与税の申告書を作成することができ、プリンタを使って印刷したものをその

　まま税務署に提出できます（白黒印刷、郵送可）。

    また、上記作成した申告データに電子証明書を添付して送信（e‐Tax）することもできます。（ただし、　

　贈与税申告書のe-Taxはできません）　　　　　　　　　　　　　　　

・申告書、各種計算書、明細書及び説明書等がダウンロードできます。

○所得税、消費税及び地方消費税の納税には、安全で便利な口座振替をお勧めします。

○口座振替のご利用を希望される場合は、「口座振替依頼書」を、上記の「申告書の提出及び納税の期限」まで 

　に税務署に提出（郵送）をお願いします。

○「口座振替依頼書」は、税務署及び金融機関にご用意しております。また、「確定申告書の手引き」にも様

　式が掲載されておりますので、切り離してご利用ください。国税庁ホームページからダウンロードす

　ることもできます。

○納付書により納税される場合は、上記の納税の期限までに、最寄りの金融機関の窓口での納税をお願

　いします。

○期限内に納税するため、早期から計画的に納税資金の準備をお願いします。

○大月税務署　TEL：０５５４－２２－３１５１

　（上記に電話していただくと「電話センター」につながります。その後は自動音声に従ってください。）

お分かりにならない点や詳細については、税務署にお問い合わせください。

納税には、口座振替をご利用ください。

○国税庁ホームページでは、確定申告に必要な各種情報等を提供しています。

国税庁ホームページのアドレスは　http://www.nta.go.jp

e－Taxホームページのアドレスは　http://www.e-tax.nta.go.jp

平 成 20年 分 の

申告書の提出及び

納 税 の 期 限 は

口座振替をご利用

の場合の振替日は

所　得　税 3月16日(月)

贈　与　税 3月16日(月)

個人事業者の
消費税及び地方消費税 3月31日(火)

所　得　税 4月22日(水)

個人事業者の
消費税及び地方消費税 4月27日(月)

までです。

です。
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[火山と共存するために]

Part 26Part 26Part 26

管理課　防災係　℡７２-６０１３

　大雨などによる災害は、一時的なもので避難しても早い段階で帰宅することができます。地震も被害状況や復興

の状況により、避難生活が長引くことがありますが、特に火山噴火災害の場合、噴火の規模、噴火期間、噴出物などの

影響等により、避難生活が長期間に渡ることも予想されます。各家庭で準

備する避難用品の中で、火山噴火に対応した非常持出品は、洋服などを含

め、ある程度の長期間を予想して準備するとよいでしょう。　

　火山噴火と聞くと、恐ろしいような気持ちにもなりがちですが、長い時を

経て噴火を繰り返しながら現在のような美しい富士山が誕生し、その風光

明媚な姿を見るために国内外から多くの観光客が訪れ、温泉や湧水、野菜

栽培に適した土壌など火山は私たちの生活に数々の恩恵を与えてくれて

います。

目の前にある富士山と共存していくために、火山に対する正しい知識や備

えを持ちましょう。

平成２１年度

交通災害共済に加入しましょう
［交通災害共済とは］

　交通災害共済は、住民が１人年間５００円の掛金を出し合い、不幸にして交通事故に遭われた方に見舞金をおく

る“相互扶助制度”です。

車同士の事故から自転車での転倒など、さまざまな交通事故の災害に対し見舞金が支給され、見舞金の限度額

は、死亡時で最高１００万円となっています。

［昨年の交通事故状況は］

　昨年富士河口湖町では、交通事故件数、負傷者数ともに前年より増加し、死者数においては、富士吉田警察署管

内において最も多い状況となりました。

　交通事故は、自動車・バイク・自転車・歩行中、また運転中や同乗中など、自分自身が気をつけていても、いつど

んな時に遭遇するかわかりません。

　最近はさまざまな保険などが取り扱われているので、交通共済に加入

する方が少ないように思いますが、低額な金額で加入でき、万が一の交

通事故によるケガ等に見舞金が支払われるので、お守り代わりにと加入

する方がたくさんいらっしゃいます。

　実際に見舞金を受け取る方は、ケガをされて辛い思いをされた方で

すが、加入していて良かったとの声をいただいています。

ご家族そろって加入しましょう。

●共済期間　平成２１年４月１日から平成２２年３月３１日

　　　　　　（中途加入の場合は、加入した翌日から平成２２年３月３１日まで）

●加入資格　富士河口湖町に住民登録または外国人登録されている方。

　　　　　　学生については、他県等に転出していても加入できます。

　　　　　　また、加入者が途中他市町村へ転出した場合でも、共済期間中は有効です。

●共済掛金　１人年額５００円（中途加入も同額）

●加入申込　町役場２階管理課にて受付します。

　　　　　　また出張所に預けていただければ、後日加入者証を送付いたします。

●問合せ先　富士河口湖町役場　管理課　防災係　℡７２-６０１３
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西湖いやしの里根場からのお知らせ

会期；２月２７日（金）～３月３１日（火）
　　　午前１０時～午後５時
会場；西湖いやしの里根場「工芸館」（火の見の館上）

■米山久志
　日本工芸会準会員

　日本伝統工芸展入選

■米山のぶ子
　全国阿波藍染織作家協会会員

　池袋三越二人展

藍染めと陶芸二人展
～米山久志・米山のぶ子～

西湖いやしの里根場は多くの方々にご協力を

いただき、オープンから３年目を迎えました。

　今年度に入り、２０万人を超えるお客様がご来場されました。

ますます愛される里作りのため、昨年秋に、里内中央を流れる本沢川に架かる

二つの橋の「愛称」を募集しました。その後根場地区住民の方々と選ばせてい

ただいたき、２月１日（日）「橋の愛称命名式」を行いました。

　今後も愛される里作りをめざしていきたいと考えています。

橋の愛称命名式
…………………

…………………

≪問合先≫西湖いやしの里根場総合案内所　ＴＥＬ：２０－４６７７

雪解け水が野山をうるおし、人の心も解けていく･･･
手にすればほっとするような、いやしの作品たちを
ぜひご覧下さい。

　
２
月
22
日
か
ら
23
日
、
第
２
回
富
士
山

・
河
口
湖
映
画
祭
が
勝
山
さ
く
や
ホ
ー
ル

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
映
画
祭
は
、
映
画
文
化
の
振
興
に

よ
る
地
域
活
性
化
を
目
的
と
し
て
、
昨
年

か
ら
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

　
映
画
祭
初
日
の
22
日
は
、
第
１
回
シ
ナ

リ
オ
コ
ン

ク
ー
ル
グ

ラ
ン
プ
リ

作
品
「
湖

（
う
み
）
の

中
の
観
覧

車
」
の
上

映
、
第
２

回
シ
ナ
リ

オ
コ
ン
ク

ー
ル
の
表

彰
、
そ
し
て
、
今
回
の
シ
ナ
リ
オ
コ
ン
ク

ー
ル
の
審
査
委
員
長
を
務
め
て
い
た
だ

き
ま
し
た
、
脚
本
家
ジ
ェ
ー
ム
ス
三
木
さ

ん
の
講
演
と
ジ
ェ
ー
ム
ス
さ
ん
脚
本
作

品
「
ふ
る
さ
と
を
く
だ
さ
い
」
の
映
画
上

映
を
行
い
ま
し
た
。

　
２
日
目
の
23
日
に
は
、
第
１
回
シ
ナ
リ

オ
コ
ン
ク
ー
ル
・
グ
ラ
ン
プ
リ
「
湖
の
中

の
観
覧
車
」
、
野
口
英
世
の
母
親
シ
カ
に

光
を
当
て
た
「
遠
き
落
日
」
、
伊
豆
諸
島
最

南
端
の
青
ヶ

島
を
舞
台
と

し
た
「
ア
イ
ラ

ン
ド
タ
イ
ム

ズ
」
、
戦
中
の

母
親
の
愛
を

表
現
し
た
吉

永
小
百
合
主

演
の「
母
べ
え
」

の
上
映
を
行
い
、
ど
っ
ぷ
り
映
画
に
親
し

ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
今
回
の
シ
ナ
リ
オ
コ
ン
ク
ー
ル
の
グ

ラ
ン
プ
リ
作
品
「
小
さ
な
大
き
な
富
士
山

と
」
は
、
こ
れ
か
ら
１
年
を
か
け
て
映
画

化
し
、
来
年
の
第
３
回
映
画
祭
で
披
露
い

た
し
ま
す
。
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、今
回
上
映
し
ま
し
た「
湖（
う
み
）

の
中
の
観
覧
車
」
は
D
V
D
化
し
販
売
の

予
定
で
す
。
こ
ち
ら
の
D
V
D
は
、
撮
影

風
景
の
特
典
映
像
に
加
え
、
英
語
・
中
国

語
・
韓
国
語
の
字
幕
も
つ
い
て
お
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
ス
テ
ラ
シ
ア
タ
ー
（
７
２
‐
５

５
8
8
）ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
第
２
回
シ
ナ
リ
オ
コ
ン
ク
ー
ル
の
各

賞
の
受
賞
者
・
作
品
は
、
左
記
の
と
お
り

で
す
。

第
２
回
・
富
士
山
・
河
口
湖
映
画
祭
開
催
！

第2回・富士山河口湖映画祭シナリオコンクール入賞者

グランプリ

（審査委員長賞）

準グランプリ

準グランプリ

町長賞

実行委員長賞

河口湖観光協会長賞

町議会議長賞

石田晶子 小さな大きな富士山と 東京都

東京都

神奈川県

山梨県

愛知県

千葉県

東京都

水辺の葬送

マゲマゲ

森のえびフライ

スキトオル

YAMOME

青春スキャンダル

酒巻浩史

貴野　理

平野夏芽

いとう菜のは

森谷真澄

佐藤育子

賞　　名 氏　名 タ　イ　ト　ル 住　所
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企
画
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

福
祉
推
進
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

総
合
窓
口
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

役
場
か
ら
の
お
知
ら
せ

定
額
給
付
金
・
子
育
て
応
援
特
別
手
当
交
付
金
に
つ
い
て

お
知
ら
せ

　
総
額
２
兆
円
の
定
額
給
付
金
を
盛
り
込
ん
だ
2
0
0
8

年
度
第
２
次
補
正
予
算
が
１
月
27
日
に
成
立
し
た
こ
と
を

受
け
て
、
富
士
河
口
湖
町
も
給
付
金
の
支
給
作
業
を
始
め

て
い
ま
す
。

　
定
額
給
付
金
、
子
育
て
応
援
特
別
手
当
交
付
金
に
つ
い

て
は
、
全
国
民
を
対
象
に
一
定
額
が
交
付
さ
れ
る
給
付
金

で
す
。
町
か
ら
郵
送
に
て
照
会
し
ま
す
の
で
、
申
請
書
等
必

要
事
項
を
確
認
の
上
、
返
信
用
封
筒
に
て
返
送
し
て
く
だ

さ
い
。
返
送
し
て
い
た
だ
く
も
の
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

お
手
数
で
す
が
、
ご
協
力
願
い
ま
す
。

【
返
送
し
て
い
た
だ
く
も
の
】

○
申
請
書
、
○
通
帳
コ
ピ
ー
、
○
身
分
証
明
書
コ
ピ
ー

【
定
額
給
付
金
】

　
Ⅰ
　
基
準
日
　
平
成
21
年
２
月
１
日
に
富
士
河
口
湖
町

　
　
　
に
住
民
登
録
が
あ
る
者

　
Ⅱ
　
18
歳
未
満
と
65
歳
以
上
の
方
は
、
一
人
２
万
円

　
　
　
そ
れ
以
外
の
方
は
、
ひ
と
り
１
万
２
千
円

【
子
育
て
応
援
特
別
手
当
交
付
金
】

　
Ⅰ
　
基
準
日
　
平
成
21
年
２
月
１
日
に
富
士
河
口
湖
町

　
　
　
に
住
民
登
録
が
あ
る
者

　
Ⅱ
　
３
歳
以
上
18
歳
以
下
の
子
が
２
人
以
上
お
り
、
か

　
　
　
つ
第
２
子
以
降
で
あ
る
就
学
前
の
子

　
　(

平
成
14
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
　
　

　
　
　
17
年
４
月
１
日
生
ま
れ
ま
で
の
子)

　
　
　
一
人
に
つ
き
３
万
６
千
円

●
問
合
先
　
企
画
課
　
定
額
給
付
金
係

　
　
　
　
　
電
話
　
７
２
‐
１
１
２
９

第
２
期
富
士
河
口
湖
町
障
害
福
祉
計
画
（
平
成
２１
年
度

～
２３
年
度
）（
素
案
）
に
対
す
る
町
民
意
見
の
募
集

■
趣
　
旨

　
町
で
は
、
障
害
者
自
立
支
援
法
第
88

条
の
規
定
に
基
づ
き
、
第
２
期
富
士
河

口
湖
町
障
害
福
祉
計
画
を
策
定
い
た
し

ま
す
。

　
こ
の
計
画
は
、
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス

や
施
設
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
、
ま
た
、
障
害
（
児
）
者
や
そ

の
家
族
に
対
す
る
相
談
支
援
な
ど
に
よ
り
、
障
害
（
児
）
者

が
自
立
し
た
日
常
生
活
ま
た
は
社
会
生
活
を
送
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
提
供
体
制
を
計
画
的
に

確
保
し
、
事
業
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。

　
そ
こ
で
、
町
民
の
皆
様
か
ら
幅
広
く
ご
意
見
を
募
集
い

た
し
ま
す
。
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
ご
意
見
に
は
、
計
画
策
定
へ

の
参
考
と
し
て
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

【
募
集
期
間
】
　
３
月
６
日
～
３
月
16
日

【
提
出
方
法
及
び
提
出
先
】

　
・
電
子
メ
ー
ル
の
場
合

　
　h

t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
t
o
w
n
.
f
u
j
i
k
a
w
a
g
u
c
h
i
k
o
.
l
g
.
j
p
/

　
・
郵
送
の
場
合

　
　
　
〒4

0
1
-
0
3
0
1

　
富
士
河
口
湖
町
船
津1

7
0
0

番
地

　
　
　
　
富
士
河
口
湖
町
役
場
　
福
祉
推
進
課

　
・
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
の
場
合

　
　
　
　
F
A
X
番
号
　
７
２
‐
６
０
２
７

※
電
話
で
の
ご
意
見
は
お
受
け
し
か
ね
ま
す
の
で
、
予
め

　
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

【
提
出
の
際
の
留
意
事
項
】

　
意
見
提
出
の
際
の
使
用
言
語
は
日
本
語
を
原
則
と
し
ま

す
。
他
の
言
語
で
の
提
出
の
場
合
は
、
日
本
語
訳
を
添
付
し

て
く
だ
さ
い
。
提
出
さ
れ
る
方
の
性
別
、
年
代
、
お
住
ま
い

の
地
域
を
明
記
し
て
下
さ
い
。

【
資
料
の
入
手
方
法
】

　
①
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

　
②
町
福
祉
推
進
課
窓
口
及
び
各
出
張
所
で
配
布
。

　
　(

勝
山
・
足
和
田
・
大
石
・
河
口
・
大
嵐
・
精
進
・
上
九
一

　
　
色
出
張
所)

●
問
合
先
　
福
祉
推
進
課
　
℡
：
７
２
‐
６
０
２
８

国
民
年
金
保
険
料
の
納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か

　
国
民
年
金
の
最
大
の
メ
リ
ッ
ト
は
、
支
給
さ
れ
る
年
金

の
一
部
に
国
庫
負
担
金
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
で
す
。
こ

の
国
庫
負
担
金
の
割
合
が
、
平
成
21
年
度
か
ら
、
こ
れ
ま
で

の
三
分
の
一
か
ら
二
分
の
一
に
引
き
上
げ
ら
れ
る
こ
と
が
、

ほ
ぼ
確
実
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、国
民
年
金
に
は
、老
齢
基
礎
年
金
だ
け
で
は
な
く
、

障
害
基
礎
年
金
お
よ
び
遺
族
基
礎
年
金
が
設
け
ら
れ
て
い

て
、
私
た
ち
の
暮
ら
し
を
手
厚
く
守
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
大
切
な
国
民
年
金
で
す
が
、
保
険
料
を
納

付
期
限
ま
で
に
納
め
て
い
な
い
と
、
老
齢
基
礎
年
金
の
年

金
額
が
低
く
な
っ
た
り
、
年
金
そ
の
も
の
を
受
け
ら
れ
な

く
な
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　
平
成
21
年
度
の
保
険
料
は
、
月
額
一
万
四
、
六
六
〇
円
と

な
っ
て
い
ま
す
。
毎
月
の
保
険
料
は
、
社
会
保
険
庁
か
ら
毎

年
４
月
の
上
旬
に
送
ら
れ
て
く
る
一
年
分
の
「
納
付
書
」
に

よ
っ
て
翌
月
の
末
日
ま
で
に
納
め
ま
す
。

　
納
め
先
は
、
金
融
機
関
（
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
を
含
む
）
ま
た

は
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ほ

と
ん
ど
の
金
融
機
関
で
口
座
振
替
も
で
き
ま
す
。

　
有
利
な
前
納
割
引
制
度

　
保
険
料
は
、
一
年
分
ま
た
は
六
カ
月
分
な
ど
、
定
め
ら
れ

た
月
数
分
に
つ
い
て
、
前
納
す
る
と
割
引
に
な
り
ま
す
。

　
例
え
ば
、
平
成
21
年
度
の
一
年
分
の

保
険
料
を
現
金
で
前
納
す
る
と
一
七
万

二
、
八
〇
〇
円
で
、
年
間
三
、
一
二
〇
円

（
一
・
八
％
）
の
割
引
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
月
々
の
保
険
料
を
「
口
座
振
替
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農
林
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

環
境
課
か
ら
の
お
知
ら
せ※新制度が適用される太陽光発電システムは、発電

　パネル、周辺機器類設置完了後、平成21年4月1日　

　以降に電力会社と電力受給を開始したもので、そ

　れ以前に設置完了し、電力受給しているものにつ

　きましては、変更前の制度が適用になりますので

　お早めに補助申請手続きをおこなってください。

補助実施期限

補助内容

平成21年度末まで
無期限

(当面の間継続)

対象システムの
発電容量１ｋＷ
あたりの補助額
は３万円、限度額
１２万円

設置者１件あたり
一律５万円

変更前 変更後

3月23日（月）
午前８時

～正午まで

町中央公民館

前駐車場

3月23日（月）
午後１時

～3時まで

勝山ふれあい
ド－ム前
駐車場

3月24日（火）
午前８時

～正午まで

河口

多目的広場

3月24日（火）
午後１時

～3時まで

大石公園

駐車場

3月25日（水）
午前９時

～正午まで

上九一色

出張所脇広場

回収日 回収時間 回収場所

の
早
割
」
で
一
カ
月
早
め
て
納
付
す
る
と
、
年
間
六
〇
〇
円

（
月
額
五
〇
円
）
の
割
引
に
な
り
ま
す
。

●
問
合
先
　
大
月
社
会
保
険
事
務
所
　

　
　
　
　
　
℡
０
５
５
４
‐
２
２
‐
３
８
１
１

　
　
　
　
　
町
総
合
窓
口
課
　
℡
７
２
‐
１
１
１
４

4
月
か
ら
住
宅
用
太
陽
光
発
電
導
入
に
対
し
て
の

　
　
　
町
か
ら
の
補
助
制
度
が
変
わ
り
ま
す

　
住
宅
用
の
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
の
設
置
に
対
し
、
町

で
は
平
成
19
年
７
月
よ
り
設
置
費
用
補
助
を
お
こ
な
っ
て

き
ま
し
た
が
、
今
年
１
月
か
ら
は
国
の
補
助
金
交
付
も
開

始
さ
れ
、
地
球
温
暖
化
防
止
に
向
け
全
国
的
に
も
太
陽
光

発
電
の
普
及
が
促
進
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
町
で
は
新
年
度
を
前
に
、
限
ら
れ
た
予
算
の
な
か
で
、
よ

り
多
く
の
町
民
の
皆
さ
ん
に
継
続
的
に
補
助
を
行
っ
て
ゆ

く
た
め
、
補
助
金
交
付
制
度
を
左
記
の
と
お
り
変
更
す
る

こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。

●
問
合
先
　
環
境
課
資
源
保
全
係
　
℡
7
2-

3
1
6
9

農
業
用
ビ
ニ
ー
ル
・
マ
ル
チ
の
回
収
に
つ
い
て

　
農
業
用
ビ
ニ
ー
ル
・
マ
ル
チ
の
回
収
を
左
記
の
日
程
で
、

実
施
い
た
し
ま
す
の
で
、
最
寄
の
場
所
に
持
ち
込
み
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。
な
お
、
回
収
日
以
外
は
、
絶
対
に
持
ち

込
み
を
し
な
い
よ
う
、
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

【
持
ち
込
み
の
で
き
る
種
類
お
よ
び
持
ち
込
み
方
法
】

１
、
マ
ル
チ
お
よ
び
、
茶
色
に
劣
化
し
た
ハ
ウ
ス
ビ
ニ
ー

　
　
ル
は
、
Ｊ
Ａ
北
富
士
で
販
売
し
て
い
る
専
用
の
回
収

　
　
袋
を
購
入
し
、
袋
に
詰
め
て
出
し
て
下
さ
い
。

２
、
ハ
ウ
ス
用
の
ビ
ニ
ー
ル
は
、
折
り
た
た
み
、
紐
で
十

　
　
文
字
に
縛
っ
て
下
さ
い
。

３
、
肥
料
の
袋
は
、
重
ね
て
折
り
た
た
み
、
紐
で
十
文
字

　
　
に
縛
っ
て
下
さ
い
。

４
、
花
き
出
荷
用
の
か
ご
ケ
ー
ス
は
、
重
ね
て
、
紐
で
十

　
　
文
字
に
縛
っ
て
下
さ
い
。

５
、
花
き
苗
・
野
菜
苗
の
ビ
ニ
ー
ル
鉢
は
、
透
明
の
ゴ
ミ

　
　
袋
等
に
入
れ
て
出
し
て
下
さ
い
。

※
右
記
の
状
態
に
な
っ
て
い
な
い
場
合
は
、
持
ち
込
み
場

　
所
で
、
手
直
し
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

●
問
合
先
　
農
林
課
　
℡
７
２
‐
１
１
１
５
（
担
当
　
松
本
）

　総務省では、テレビ受信者の皆さまに円滑に地上デジタル放送に移行していただくよう、デジタル化に関

する様々な相談などに対応するために「地デジコールセンター」を２月２日から開設しています。地デジに関

するいろんな疑問や質問などありましたら、遠慮なくご利用下さい。

総務省地上デジタルテレビジョン放送受信相談センター
（地デジコールセンター）

（電　　話）0570ー07ー0101

（受付時間）平日　　　  午前９時～午後９時

　　　　　 土日・祝日　午前９時～午後６時

（地デジコールセンターとテレビ受信者支援センターは、相互に連携・

協力の下、地上デジタル放送の普及推進を図ります。）

２０１１年７月２４日までにアナログテレビ放送は終了し、
地上デジタル放送に完全移行します。

２０１１年７月２４日までにアナログテレビ放送は終了し、
地上デジタル放送に完全移行します。
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みんなの生涯学習みんなの生涯学習みんなの生涯学習
みなさんのやる気を

応援します!

お問合せ･お申込み：生涯学習課【℡７２－６０５３】

お問合せ･お申込み：生涯学習課【℡７２－６０５３】

お問合せ･お申込み：生涯学習課【℡７２－６０５３】

「めだかの学校」は町民の皆さんがいろんな機会に様々な場所で、それぞれの学習活動を進めていけるために創設した補
助金制度です。原則として新たに結成された団体の支援を目的としています。以下の内容をよく読んでお申込みください。

 NHK教育テレビ“からだであそぼ”土曜日版“おかあさんといっしょ”など・・。遊び・うた監修・振り付けをしている“たにぞうさん!!”
が、富士河口湖町にやってくるよ！！
皆でうたって・おどって楽しもう★ご家族・お友達とご一緒にどうぞ。

女性なんでも相談女性なんでも相談女性なんでも相談

＊相談には申し込みが必要です。生涯学習課までご連絡下さい。　＊相談内容、個人情報等は一切厳守いたします。

困っていること、悩んでいることなど何でも

ご相談ください。

3月11日(水)・25日(水)
午後１時３０分～／午後２時３０分～
場所：中央公民館

3月の
相談日

「めだかの学校」申請団体募集のお知らせ「めだかの学校」申請団体募集のお知らせ「めだかの学校」申請団体募集のお知らせ「めだかの学校」申請団体募集のお知らせ平成21年度

①団体の人数は富士河口湖町在住の方が5名以上。なおかつ町在住の方が半数以上であること。

②団体の結成年が申請年度から5年未満の団体であること。

③団体の活動場所が富士河口湖町であること。

④団体の活動期間が年間を通して6回以上であること。

補助金の支給は1団体に最高3年までとする。

1団体につき2万円まで。

主として講師謝礼に使用するものとする。

所定の申請書に必要事項を記入して4月17日(金)までに生涯学習課へ

提出して下さい。補助基準を満たしているか審査し（応募団体多数の場合

は抽選とします）、学習終了後に実績報告書を提出してもらい、実績に基づ

いて補助金を交付します。提出期限を過ぎてからの申請は受け付けませんのでご注意下さい。

＊申請を希望する団体は3月19日(木)までに生涯学習課に申請書を取りにいらしてください。

補助団体の条件

補助金の限度

補 助 金 額

補 助 内 容

申 請 方 法

春だぞう！うたうぞう！おどるぞう！春だぞう！うたうぞう！おどるぞう！

たにぞうさんがくるぞう！たにぞうさんがくるぞう！たにぞうさんがくるぞう！

日　　時：４月１９日（日）　開場　午後１時　開演　午後１時３０分（２時間くらい）

場　　所：勝山さくやホール

定　　員：４００人

参 加 費：中学生以上５００円（町外の方は７００円）　小学生以下無料

参加方法：当日は自由席ですが、混乱を防ぐ為、整理券を用意します。下記の期間までに、生涯学習課

　　　　 窓口までおこし下さい。

　　　　 申込み・参加費と引き換えに、整理券をお渡しします。尚、その際に参加希望の方全員の、

　　　　 お名前・住所・電話番号・年齢をご記入いただきます。（整理券がなくなり次第終了します。）

整理券交換期間：3月16日（月）～3月31日（火）
（祝日は除く。土・日曜日は午前中のみ受付ます。）

～スプリング  フェスタ～～スプリング  フェスタ～～スプリング  フェスタ～

＊個人情報等はスプリング･フェスタ以外では使用いたしません。
＊整理券がないと入場いただけません。紛失等にはご注意下さい。
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みんなの教育委員会
生涯学習課
TEL 72-6053
 FAX 73-1358
それいけ!それいけ!それいけ!

お問合せ･お申込み：生涯学習課【℡７２－６０５３】

お問合せ･お申込み：生涯学習課【℡７２－６０５３】

中央公民館パソコン教室中央公民館パソコン教室

＊ 2名以上で講座を開催いたします。受講料は平日講座2000円(3日間)、休日講座3000円(2日間)です。
＊ 当日・前日のお申込みは受け付けません。お早めにお申込みください。
＊ 3月10日(火)より受付。インターネット入門以外は、パソコン持参も可です。

パソコン入門(昼)

パソコン入門(夜)

ワード入門(昼)

ワード入門(夜)

エクセル入門(昼)

エクセル入門(夜)

エクセルレベルアップ（昼)

インターネット入門(夜)

データベース入門

3月31日(火)～2日 (木)　午後1時30分～3時30分

3月31日(火)～2日 (木)　午後7時～9時

4月  7日(火)～9日(木)  午後1時30分～3時30分 

4月  7日(火)～9日(木)  午後7時～9時

4月14日(火)～16日(木)　午後1時30分～3時30分

4月14日(火)～16日(木)　午後7時～9時

4月21日(火)～23日(木)　午後1時30分～3時30分

4月21日(火)～23日(木)　午後7時～9時

4月18日(土)～19日(日)　午後1時～4時

１

２

３

４

５

６

７

８

NO コース 日　　　　　程 内　　容

パソコンの基本的な操作を学びましょう。

ワードを使って読みやすい文書を

作りましょう。

エクセルを使って表計算をしましょう。

本格的なエクセルを勉強しましょう。

インターネット・電子メールを楽しみましょう。

ちょっと難しいアクセスに挑戦。

電気主任技術者第3種国家試験を受験される方必修。現在、電気主任技術者としてご活躍中の地域のボランティアさん

が、受験対策のポイントを教えてくれます。

休日

いよいよ始まる新生活！これを機会にパソコンの使い方を気軽に学んでみませんか？

電気主任技術者第3種国家試験対策講座電気主任技術者第3種国家試験対策講座電気主任技術者第3種国家試験対策講座

日　時：３月２１日・２８日・４月４日・１１日・１８日・２５日　

      すべて土曜日　（全６回）

　　　午後３時～５時

場　所：中央公民館　第1研修室

対　象：高校生以上の方で電気主任技術者

　　　 第３種国家試験を受験される方

申込み・お問合せ：町民体育館【℡７３－１２２０】

主催事業主催事業主催事業

ピラティス教室
期　日　４月２日・９日・１６日・２３日・３０日　

　　　　毎週木曜日　全５回

時　間　午後８時～９時３０分

場　所　中央公民館和室

対　象　町内在住の成人　

　　　　（ただし、ピラティス教室に始めて参加される方）

定　員　２０名（先着順）

持ち物　水分、大判のバスタオルまたはマット（畳に敷く物）

参加料　1,２５０円（全５回分）

キッズ＆ママビクス教室

親子で出来るエクササイズ。好評につき開催決定!!「ぽっこりおなか、さようなら」。お腹回りの引き締めに最適！

期　日　４月９日～６月２５日　

　　　　毎週木曜日　全１１回

　　　　＊会場の都合により４月２３日は

　　　　  お休みします

時　間　午前１１時～１１時３０分

場　所　子ども未来創造館ホール

対　象　1歳から３歳までのお子さんとその保護者

定　員　４０組（先着順）

参加料　1,１００円（全１１回分）

期　日　４月９日～６月２５日　

　　　　毎週木曜日　全１１回

　　　　＊会場の都合により４月２３日は

　　　　  お休みします

時　間　午前１１時～１１時３０分

場　所　子ども未来創造館ホール

対　象　1歳から３歳までのお子さんとその保護者

定　員　４０組（先着順）

参加料　1,１００円（全１１回分）

参加費：無料（ただし、テキスト代が別途かかります）

持ち物：筆記用具

講　師：長山　和男先生（電気主任技術者）

定　員：１０名（３名以上で講座を開催いたします。）

申込み：３月９日（月）より


